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【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｆ   5/02     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/58     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｆ   5/02    ＣＳＰＣ
   Ｇ０１Ｎ  33/58    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成23年4月27日(2011.4.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記化合物。
【化１】

【請求項２】
　下の工程を含む請求項１の化合物を製造する方法。
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【化２】

【請求項３】
　下記化合物。
【化３】

【請求項４】
　下の工程を含む請求項３の化合物を製造する方法。



(3) JP 2010-526094 A5 2011.7.28

【化４】

【請求項５】
　下記反応性化合物。
【化５】

（式中、
　Ｘ－は対イオンであり；
　Ｘ１は－Ｏ－または－ＮＨ－であり；
　Ｘ２は－Ｏ－または－ＮＨ－であり；
　Ｌは直接結合または１～８個の炭素原子を有する低級アルキレンを含む２価の結合基で
あり、末端または途中がスルホンアミド（－ＳＯ２ＮＨ－）、アミド－（Ｃ＝Ｏ）Ｎ－、
エステル－（Ｃ＝Ｏ）－Ｏ－、エーテル－Ｏ－、スルフィド－Ｓ－、スルホン（－ＳＯ２

－）、フェニレン－Ｃ６Ｈ４－、ウレタン－ＮＨ（Ｃ＝Ｏ）－Ｏ－、ウレア－ＮＨ（Ｃ＝
Ｏ）ＮＨ－、チオウレア－ＮＨ（Ｃ＝Ｓ）－ＮＨ－、アミド－（Ｃ＝Ｏ）ＮＨ－およびア
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ミン－ＮＲ－から成る群より選択される１個以上の２価の連結基でもよく、ただし、Ｒは
１～６個の炭素原子を有するアルキルと定義され；および
　Ｚは反応性でエチレン的に不飽和の基、または、ポリマーまたはマトリクスと共有結合
を形成できる反応性官能基のいずれかである。）
【請求項６】
　下記非反応性化合物。
【化６】

（式中、
　Ｘは－Ｏ－または－ＮＨ－であり；および
　Ｒ’はアルキルであり、炭素鎖中に－Ｏ－単位を含んでいてもよく、末端が－ＯＨまた
は－ＯＣＨ３でもよい。）
【請求項７】
　請求項５に記載の下記化合物。

【化７】

【請求項８】
　下の工程を含む請求項７の化合物を製造する方法。
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【化８】

【請求項９】
　下記化合物。
【化９】

（式中、
　Ｚは、メタクリルアミド－、アクリルアミド－、メタクリロイル－、アクリロイル－お
よびスチリル－から成る群より選択され、反応性でエチレン的に不飽和の基であるか、ま
たは、式中、Ｚはポリマーまたはマトリクスと共有結合を形成できる反応性官能基であり
；
　Ｙは、
【化１０】

（式中、ＲはＨまたは低級アルキルである。）
および
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【化１１】

から選択される３価の連結基であり；
　Ｘ１およびＸ２は－Ｏ－または－ＮＨ－であり；および
　Ｌ１、Ｌ２およびＬ３は直接結合または１～８個の炭素原子を有する低級アルキレンよ
り選択され、末端または途中がスルホンアミド（－ＳＯ２ＮＨ－）、アミド－（Ｃ＝Ｏ）
Ｎ－、エステル－（Ｃ＝Ｏ）－Ｏ－、エーテル－Ｏ－、スルフィド－Ｓ－、スルホン（－
ＳＯ２－）、フェニレン－Ｃ６Ｈ４－、ウレタン－ＮＨ（Ｃ＝Ｏ）－Ｏ－、ウレア－ＮＨ
（Ｃ＝Ｏ）ＮＨ－、チオウレア－ＮＨ（Ｃ＝Ｓ）－ＮＨ－、アミド－（Ｃ＝Ｏ）ＮＨ－、
アミン－ＮＲ－（式中、Ｒは１～６個の炭素原子を有するアルキルと定義される）または
それらの組合せより選択される１個以上の２価の連結基でもよい。）
【請求項１０】
　請求項９に記載の下記化合物。
【化１２】

（式中、ｎは１～１０の整数である。）
【請求項１１】
　下の工程を含む請求項１０の化合物を製造する方法。
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【化１３】

【請求項１２】
　下記化合物。
【化１４】

（式中、
　Ｘ－は対イオンであり；
　Ｘ１は－Ｏ－または－ＮＨ－であり；
　Ｘ２は－Ｏ－または－ＮＨ－であり；
　Ｌは直接結合または１～８個の炭素原子を有する低級アルキレンより選択される２価の
結合であり、末端または途中がスルホンアミド（－ＳＯ２ＮＨ－）、アミド－（Ｃ＝Ｏ）
Ｎ－、エステル－（Ｃ＝Ｏ）－Ｏ－、エーテル－Ｏ－、スルフィド－Ｓ－、スルホン（－
ＳＯ２－）、フェニレン－Ｃ６Ｈ４－、ウレタン－ＮＨ（Ｃ＝Ｏ）－Ｏ－、ウレア－ＮＨ
（Ｃ＝Ｏ）ＮＨ－、チオウレア－ＮＨ（Ｃ＝Ｓ）－ＮＨ－、アミド－（Ｃ＝Ｏ）ＮＨ－、
アミン－ＮＲ－（式中、Ｒは１～６個の炭素原子を有するアルキルと定義される）または
それらの組合せより選択される１個以上の２価の連結基でもよく；
　Ｚはカップリング基またはオレフィン的に不飽和の基より選択される反応性基であるか
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、または、Ｚは、
【化１５】

（式中、ＲはＨまたはＣＨ３である）
であり；
　中心のベンゼン環からの結合は、隣接するピリジニウム環上のオルト、メタまたはパラ
位であり；および
　－Ｂ（ＯＨ）２は、オルト、メタまたはパラ位でよい。）
【請求項１３】
　請求項１２に記載の下記化合物。
【化１６】

【請求項１４】
　下の工程を含む請求項１３の化合物を製造する方法。
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【化１７】

【請求項１５】
　下記化合物。
【化１８】

（式中、
　Ｘ－は対イオンであり；
　Ｘ１は－Ｏ－または－ＮＨ－であり；
　Ｘ２は－Ｏ－または－ＮＨ－であり；
　Ｌは直接結合および１～８個の炭素原子を有する低級アルキレンから成る群より選択さ
れる２価の結合体であり、末端または途中がスルホンアミド（－ＳＯ２ＮＨ－）、アミド
－（Ｃ＝Ｏ）Ｎ－、エステル－（Ｃ＝Ｏ）－Ｏ－、エーテル－Ｏ－、スルフィド－Ｓ－、
スルホン（－ＳＯ２－）、フェニレン－Ｃ６Ｈ４－、ウレタン－ＮＨ（Ｃ＝Ｏ）－Ｏ－、
ウレア－ＮＨ（Ｃ＝Ｏ）ＮＨ－、チオウレア－ＮＨ（Ｃ＝Ｓ）－ＮＨ－、アミド－（Ｃ＝
Ｏ）ＮＨ－、アミン－ＮＲ－（式中、Ｒは１～６個の炭素原子を有するアルキルと定義さ
れる）またはそれらの組合せから成る群より選択される１個以上の２価の連結基でもよく
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；
　Ｚは、メタクリルアミド－、アクリルアミド－、メタクリロイル－、アクリロイル－ま
たはスチリル－から成る群より選択され、重合性でエチレン的に不飽和の基であるか、ま
たは、Ｚはポリマーまたはマトリクスと共有結合を形成できる反応性官能基でもよいかの
いずれかであり、
　曖昧に表現されている結合は、オルト、メタまたはパラ位であり；および
　－Ｂ（ＯＨ）２は、オルト、メタまたはパラ位でよい。）
【請求項１６】
　請求項１５に記載の下記化合物。
【化１９】

【請求項１７】
　下の工程を含む請求項１６の化合物を製造する方法。
【化２０】

【請求項１８】
　請求項１、３、５、６、７、９、１０、１２、１３、１５および１６のいずれか一項に
記載の１種類以上の化合物と、蛍光染料とを含むグルコースセンサー。
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